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　７月27日に本町を代表する夏祭り「あいずみ商工会納涼祭」が開催されました。今年の納涼祭も活気に溢れ、夜に
はＬＥＤのオブジェやイルミネーションが会場を華やかに演出していました。
　また、ステージで行われたダンスやファイヤーパフォーマンスが会場をさらに盛り上げ、フィナーレでは来場者
も一緒に阿波踊りを踊り、最後まで笑顔溢れる納涼祭となりました。

藍住の夏 「納涼祭」

人　口… 35,247人…（＋46） 15歳未満… 5,292人…（−２）

65歳以上… 8,476人…（＋15）

平均年齢… 43.7歳

　男… 17,018人…（＋34）

　女… 18,229人…（＋12）

世帯数… 14,548戸…（＋32）
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

金
婚
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　
町
で
は
毎
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

今
年
も「
敬
老
の
つ
ど
い
」へ
ご
招
待
し
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
８
月
30
日（
金
）ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

① 

昭
和
34
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
60
年
目
の
ご
夫
婦

② 

昭
和
44
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
50
年
目
の
ご
夫
婦

※
確
認
の
た
め
、
婚
姻
年
月
日
等
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

訂  

正

　
先
月
号
の「
６
月
議
会
」（
p2
）の
記
事
に
お
い
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
正
】

　
（
写
真
下 

本
文
）

　
令
和
元
年
第
２
回
藍
住
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
５
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案
15
議
案

の
う
ち
撤
回
さ
れ
た
１
議
案
を
除
く
14
議
案
及
び
議
員
提
案
２
議
案
を
可
決
し
、
19
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

５
日　
上
程
議
案
等

　
◆ 
藍
住
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
の
ち
に
撤
回
）

を
追
加

13
日　
一
般
質
問　

　
西
岡
恵
子
議
員
、
徳
元
敏
行
議
員
、
林
茂
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
安
藝
広
志
議
員
の

５
氏
が
行
政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

町民体育館

藍住中学校 新校舎
藍
住
中
学
校

体
育
館

町
役
場

駐
車
場

送
迎
車
乗
降
場

自転車、一時送迎車入口

体育館の入口

自転車、送迎の方の入口

敬老のつどい
式典会場

出口

× 一般車両は駐車禁止

カフェ

駐車場 駐
車
場

武
道
館

N

総合施設
駐車場
※工事中

※工事中ですが、一部
　駐車できますので、
　警備員の誘導に従って
　駐車してください。

日　
時　
９
月
16
日（
月
・
祝
日
）　
午
前
９
時
20
分
～
11
時

場　
所　
町
民
体
育
館

対
象
者　

 

令
和
元
年
９
月
１
日
現
在
で
75
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方

内　
容　
・ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、吹
奏
楽
に
よ
る
演
奏
な
ど（
午
前
９
時
20
分
か
ら
）

　
　
　
　
・
式
典（
午
前
10
時
か
ら
）

※ 
当
日
の
会
場
は
駐
車
禁
止
に
な
り
ま
す
。
車
で
お
越
し
の
際
は
、
総
合
施
設
駐

車
場
又
は
役
場
前
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
総
合

施
設
駐
車
場
は
工
事
中
で
す
が
、
一
部
駐
車
で
き
ま
す
の

で
、
警
備
員
の
誘
導
に
従
っ
て
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

※
送
迎
や
自
転
車
の
方
は
、
左
の
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課︵
☎
6
3
7

・3
1
1
4
︶

敬　老　の　つ　ど　い
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　ジェネリック医薬品とは、新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に、同じ有効成分を使って作られ、新薬
と同等の効果、効能を厚生労働省から承認されている医薬品です。

　県後期高齢者医療広域連合では、現在処方されている新薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合に、自己負
担額がどれくらい軽減できるのか、その一例をお知らせする通知を９月下旬に送付します。
通知の対象者は、本年５月に医療機関で処方された新薬を、ジェネリック医薬品に切り替えた場合に自己負担額
が大きく軽減される方です。
　なお、全てのお薬にジェネリック医薬品があるとは限りませんので、利用を希望される場合は、医師や薬剤師
にご相談ください。

問 県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　（☎677・3666）

ジェネリック医薬品による自己負担額軽減の通知

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
節
目
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、

歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口
腔
清
掃
状
態
等
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎

等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診

を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
の
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

 

昭
和
３
年
、
昭
和
8
年
、
昭

和
13
年
、
昭
和
18
年
生
ま
れ

の
方

※ 

長
期
入
院
患
者
や
施
設
入
所
者
の
方
は

対
象
外
で
す
。

※ 

対
象
者
に
は
８
月
下
旬
に
歯
科
健
診
受

診
券
の
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。
長
期

入
院
患
者
・
施
設
入
所
者
の
方
に
、
は

が
き
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
対

象
外
で
す
の
で
受
診
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

受
診
場
所　

 

後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
の

実
施
協
力
歯
科
医
院

※ 

受
診
可
能
な
歯
科
医
院
の
一
覧
表
を
健

康
推
進
課
窓
口
・
広
域
連
合
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
連
合
と

県
歯
科
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
診
方
法　

 

電
話
等
に
て
健
診
実
施
歯
科

医
院
に
ご
予
約
の
上
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目　

 

問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔

機
能
評
価
等

受
診
費
用　
無
料

受
診
期
間　
9
月
1
日
～
11
月
30
日

準
備
物　

 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
と
歯
科
健
診
受
診
券
の
は

が
き

注
意
事
項

○ 
健
診
は
期
間
中
に
1
回
の
み
で
す
。
後

日
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場
合
は
費
用

を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○ 

健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後
に

治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と

な
り
ま
す
。

○ 

健
診
結
果
は
、広
域
連
合
又
は
町
で
の
口

腔
保
健
指
導
と
徳
島
大
学
と
の
共
同
研

究
に
よ
る
分
析
調
査
に
活
用
す
る
こ
と 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

在
宅
要
介
護
者
訪
問
歯
科
健
診

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
る

在
宅
の
要
介
護
者
の
方
を
対
象
に
訪
問
歯

科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　
自
力
で
歯
科
医
院
に
通
院
す
る
こ
と
が

困
難
な
在
宅
の
要
介
護
者
の
方
で
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
方
。

① 

要
介
護
３・４・５
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方

② 

介
護
保
険
の
居
宅
療
養
管
理
指
導（
歯

科
医
師
又
は
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
も

の
）及
び
口
腔
機
能
向
上
加
算
を
算
定

し
て
い
な
い
方

③ 

医
療
保
険
の
訪
問
歯
科
診
療
・
訪
問
歯

科
衛
生
指
導
を
受
け
て
い
な
い
方

④ 

上
記
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
歯
科

健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

受
診
期
間　
９
月
１
日
～
12
月
末

受
診
費
用　

 

無
料

※
そ
の
後
の
歯
科
治
療
は
有
料

申
込
先　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
業
課

※ 

申
請
前
に
、
必
ず
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ケ
アマ
ネ 

ジ
ャ
ー
に
よ
る
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

※ 

対
象
者
と
決
定
し
た
方
に
は
訪
問
歯
科

医
・
歯
科
衛
生
士
を
ご
自
宅
等
に
派
遣

し
ま
す
。

※ 
訪
問
歯
科
健
診
の
詳
細
や
申
請
書
等
必

要
書
類
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
広
域

連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申・問  

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

　
　
　
　

 

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
78
番

地
１（
☎
６
７
７・３
６
６
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
歯
科
健
診
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８
月
は
、
町
県
民
税（
２
期
）・
国
民

健
康
保
険
税（
２
期
）の
納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

納
期
限  

９
月
２
日（
月
）

※ 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※ 

口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に

は
、
解
約
手
続
が
必
要
で
す
。

　

 

転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解

約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

　
８
月
は
、
介
護
保
険
料（
２
期
）と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
１
期
）の
納
付

月
で
す
。普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

納
期
限  

９
月
２
日（
月
）

※ 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
方
は
、
８
月
受
給
の
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

問 

健
康
推
進
課

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

￥
今
月
の
納
税　

￥
今
月
の
保
険
料
の
納
付

総
合
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
の
駐
車
場
の
ご
案
内

（
8
月
中
旬
～
9
月
上
旬
）

　
現
在
、
駐
車
場
や
広
場
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
駐
車
可
能
な
場
所
を
制
限
し
て
い
ま

す
。
8
月
中
旬
か
ら
9
月
上
旬
の
間
は
、
次
の
場
所
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
天
候
や
工
事
の
進
み
具
合
に
よ
り
、
駐
車
場
所
や
通
行
路
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

総合施設駐車場とその周辺で駐車できる場所（8月中旬〜9月上旬）

福祉センター
町民会館

保健
センター

武道館

中央保育所

中央クリーン
ステーション

勤労女性センター

藍住町総合文化ホール
建
物
入
口

駐車場

駐
車
場

工事中

駐車場

駐
車
場

工事中工事中

※この場所は通路
　のため駐車でき
　ません。

駐車場

問 

教
育
委
員
会 （
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
支
援

す
る
た
め
、
東
京
23
区
内
に
在
住
又
は

在
勤
し
て
い
た
方
が
藍
住
町
に
転
入
し

て
就
業
・
起
業
し
た
場
合
に
、
移
住
支

援
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
援
金
額

　
単
身
の
場
合
：
60
万
円

　
世
帯
の
場
合
：
１
０
０
万
円

対
象
者
の
要
件

○ 

住
民
票
を
移
す
直
前
に
連
続
し
て
５

年
以
上
、
東
京
23
区
に
在
住

○ 

住
民
票
を
移
す
直
前
に
連
続
し
て
５

年
以
上
、
東
京
圏（
条
件
不
利
地
域

以
外
の
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉

県
・
千
葉
県
）に
在
住
し
、
東
京
23

区
に
通
勤

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

○ 

平
成
31
年
４
月
26
日
以
降
に
転
入
し

た
方
が
、
移
住
支
援
金
対
象
法
人
に

就
職（
新
規
雇
用
）又
は
県
の
認
定
を

受
け
起
業
し
た
場
合

※ 

ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
か
ら
５
年
以
内
に
徳
島
県
外
へ

転
出
す
る
と
、
支
援
金
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

　
転
入
後
、
要
件
を
満
た
し
て
か
ら
企

画
政
策
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
事
前
相
談
可
）。

申
請
期
限

　
令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）

問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）

藍
住
町
わ
く
わ
く
移
住

支
援
金
に
つ
い
て
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長江口地区

原地区の一部

②
一
筆
地
調
査

　
関
係
者
の
方
々
に
、
現
地
で
土
地

の
境
界
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

③
図
根
点︵
基
準
点
︶の
設
置

　
各
筆
の
土
地
の
境
界
の
測
量
を
す

る
た
め
に
、
測
量
の
基
礎
と
な
る
基

準
点
を
設
置
し
ま
す
。

【
２
年
目
】︵
令
和
２
年
度
︶

①
地
籍
測
量

　
測
量
の
結
果
を
基
に
地
籍
図
を
作

成
し
、
各
筆
の
面
積
を
計
算
で
求
め

ま
す
。

②
地
籍
簿
と
地
籍
図
の
閲
覧

　
関
係
者
の
方
々
に
、
作
成
し
た
地

籍
簿
と
地
籍
図
を
確
認
し
て
も
ら
い

ま
す
。

【
３
年
目
】︵
令
和
３
年
度
以
降
︶

①
成
果
の
写
し
を
登
記
所
に
送
付

　
登
記
所
で
は
、
登
記
簿
が
修
正
さ

れ
、
地
籍
図
が
登
記
所
備
付
地
図
と

な
り
ま
す
。

成
果
の
利
活
用

　
調
査
結
果
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
公

共
事
業
、
税
務
、
災
害
復
旧
な
ど
、

土
地
に
関
す
る
様
々
な
分
野
で
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

問
　
　
建
設
課︵
☎
6
3
7

・3
1
2
2
︶

地
籍
調
査
と
は

　
地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
、そ
の
所
有
者
や
地
番
、地
目
、

境
界
に
関
す
る
調
査
確
認
を
行
い
、
境

界
に
関
す
る
測
量
、
面
積
測
定
後
、
そ

の
成
果
と
し
て
、
簿
冊（
地
籍
簿
）と
地

図（
地
籍
図
）を
作
成
す
る
調
査
で
す
。

地
籍
調
査
の
必
要
性

　
現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
て

い
る
公
図
の
多
く
は
、
明
治
時
代
の
地

租
改
正
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
基
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
の
測
量

に
対
す
る
考
え
方
や
技
術
水
準
に
よ
る

公
図
で
は
、
土
地
の
実
態
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
近
代
的
な
測
量
技
術

を
用
い
て
、
現
状
に
合
っ
た「
地
籍
簿
」

と「
地
籍
図
」を
新
た
に
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
地
籍
調
査
が
全
国
各
地

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
の
流
れ

　
令
和
元
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

【
１
年
目
】︵
令
和
元
年
度
︶

①
地
元
説
明
会
の
実
施

　
関
係
者
の
方
々
に
、
地
籍
調
査
の
内

容
や
調
査
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
地
籍
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
調
査
に
か
か
る
と
こ
ろ
は
、
原
地
区
の
一
部

と
長
江
口
地
区
で
す（
左
図
参
照
）。

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
原
地
区
の
一
部
と
西
中

須
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
２
年
目
の
作

業
を
行
い
ま
す
。

　
関
係
者
の
方
々
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
度　
地
籍
調
査
範
囲
図

地
籍
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い  

〜
あ
な
た
と
目
指
す
地
域
づ
く
り
〜

　
総
務
省
統
計
局
・
徳
島
県
・
藍
住
町

で
は
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
全
て
の
産

業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動
状
態

等
の
基
本
的
構
造
を
全
国
及
び
地
域
別

に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所・

企
業
を
対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の

母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
全
て
の
事
業
所

の
活
動
状
態
を
実

地
に
確
認
し
、
新

た
に
把
握
し
た
事

業
所
な
ど
一
部
の

事
業
所
に
は
調
査

票
を
配
布
す
る
こ
と

に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）
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　農業者年金は、農業者のための年金です。年金は家族一人一人について準備することが大切です。メリットが
たくさんある農業者年金に加入しませんか。

 ～農業者年金の特徴～
◆農業者の方なら広く加入できる
　 　国民年金の第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の方なら、

どなたでも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。
◆少子高齢時代に強い年金
　 　自分が積み立てた保険料と、その運用実績により将来受け取る年金額が決まる「積立方式」の年金です。自分

が必要とする年金額の目標に向けて、自分で保険料を決められます（月額２万円から６万７千円の間で、千円
単位で自由に選択できます）。

◆農業の担い手には、保険料の国庫補助あり
　 　認定農業者で青色申告をしているなど、農業の担い手となる方には、国から月額最高１万円の保険料補助が

あります。
◆終身年金で80歳までの保証付き
　 　年金は、原則65歳から生涯支給されます。仮に80歳前に亡くなった場合でも、80歳までに受け取れるはずで

あった年金額に相当する金額が、死亡一時金として遺族に支給されます。
◆保険料は全額社会保険料控除の対象
　 　農業者年金は、公的年金です。支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象と

なります。さらに、将来受け取る年金は公的年金等控除の対象となります。
※詳細は、お問い合せください。

申・問  町農業委員会（☎637・3121）　　JA板野郡藍住支店（☎692・2231）

農業者年金に加入しませんか

生ごみ処理器具購入補助 マイバッグを持参しよう 

８月は「電気使用安全月間」です

　保管中のごみの臭いや重いごみ出しに悩ん
でいませんか。町ではごみの減量化を図るた
め、家庭用電気式生ごみ処理機と生ごみ処理
容器の購入に対する補助を行っています。
　購入を予定されている方は、ぜひ補助制度
をご活用ください。
家庭用電気式生ごみ処理機
・処理機の種類
　 家庭用であれば機種の指定はありません。
・補助金の額
　 購入金額（消費税含む）の1/2
　（千円未満切捨て）
　※上限は3万円
生ごみ処理容器
・容器の種類
　コンポスター
・補助金の額
　購入金額（消費税含む）の1/2
　（10円未満切捨て）
　※上限は4千円
共通の条件
・ 町内在住者であり自宅で使用すること。
・ 処理器具を購入する前にあらかじめ申請し、補

助金の交付決定を受けてから購入してください。

問 生活環境課（☎６３７・３１１６）

　レジ袋は購入した商品を持ち帰るときに非常に便利です
が、大量のごみの発生、石油資源の浪費、海洋汚染の原因
などにつながっています。
　ごみとして出されるレジ袋を減らすため、「マイバッグの
持参」にご協力お願いします。
どんな袋でもマイバッグとして使えます…お気に入りの
袋、使い終わったレジ袋、風呂敷など
　お買物のときは、「レジ袋はいりません」と伝えましょう。
　未来の地球環境を救うための取組に、ご理
解とご協力をお願いします。

問 生活環境課（☎６３７・３１１６）

　テーブルタップを使って、いくつもの電気器具を同時に
使っていませんか。この状態をタコ足配線といいます。テー
ブルタップのコードは、流せる電流の量に制限があります。
　タコ足配線は、コードが過熱して火災の原因になることがあ
り危険です。器具が増えたらコンセントを増やしましょう。

問 　　　　　　　　　　　　徳島北事業所（☎６８３・５５１0）
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ご家族やご近所、お互いに注意を呼びかけましょう。

★「キャッシュカードを預かります」は詐欺！
　→ 「警察です」「銀行です」等、信用できる機関の者だと言われても、
　　「預かりに行く」「受け取りに行く」と言われたら、それは詐欺師です！
　　すぐに警察に相談連絡を！
　　受け取りに来るだけに終わらず、強盗事件に発展するケースも出ています。

★「コンビニで、電子マネーを買って、ＩＤ番号を教えて」は詐欺！
　→ＩＤを教える前に、警察に相談を！ＩＤ番号を教える前であれば、被害は食い止められます。

★ハガキやメール等で「最終告知です。訴訟（裁判）になります」は詐欺！
　→身に覚えのない請求は無視する！
　　�ただし、「裁判所からの通知」として届いたものについては、その裁判所の電話番号をＮＴＴに確認し、そこに電話を

して確認しましょう。届いた通知にある電話番号をそのまま信じないように！

★「払い戻しのお金があるので、ＡＴＭで受け取って」は詐欺！
　→ＡＴＭを操作して、還付金を受け取ることはできません。

★「大変なことになった。すぐにお金が必要。周りには内緒にして」は詐欺！
　→家族等の名前を言っても、電話でお金の話が出たら、詐欺と思ってください。慌てず、まずは疑って、本人かどうかの確認を！

お金を振り込んだりする前に、まずは周囲の人や警察などに相談を！
問 警察総合相談窓口（☎＃９１１０）　　徳島板野警察署（☎６９８・０１１０）

特殊詐欺に注意! ～あなたの大切な人が被害にあわないために～

防災行政無線などを用いた情報伝達試験が実施されます

試験放送日時　

問

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間
　徳島地方法務局と徳島県人権擁護委員連合会では、学校等における「いじめ」、「体罰」や家庭内における児童虐待など、子
どもの人権問題解消に向けて開設している「子どもの人権110番」電話相談の強化週間を実施します。期間中は相談時間を
延長するとともに、土・日も電話相談をお受けします。通話料無料で相談できますので、いじめなどに限らず学校や家庭、
友達関係の悩みごとなど、何でもご相談ください。相談は無料、秘密は厳守します。

日　　　　　時　８月29日（木）～９月４日（水）　午前８時30分～午後７時（土・日　午前10時～午後５時）
　　　　　　　　※強化週間以外の日 平日 午前８時30分～午後５時15分
場　　　　　所　徳島地方法務局人権擁護課（土・日は高松法務局人権擁護部）
相談用電話番号　０１２０・００７・１１０（フリーダイヤル）　※ＩＰ電話からは接続できません。

問 徳島地方法務局人権擁護課（☎６２２・４８９４）
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
レ
ポ
ー
ト

　
４
月
、
5
月
に
定
植
を
行
っ
て

か
ら
、
約
2
ヶ
月
。
高
さ
20
c ほ

ど
だ
っ
た
苗
が
約
60
c ま
で
成
長

し
、
畝
間
い
っ
ぱ
い
に
葉
が
重

な
っ
て
き
た
頃
、
待
ち
に
待
っ
た

刈
取
り
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
藍
は
花
が
咲
く
直
前
に
根
本

を
残
し
て
刈
り
取
る
こ
と
で
、
3

番
刈
り
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
藍
の
刈
取
り
は
、
大
豆
刈
取

機
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。始
め
に
、

機
械
が
入
れ
な
い
縁
を
手
鎌
で
刈

り
、機
械
を
通
り
や
す
く
し
ま
す
。

刈
り
残
し
の
苗
は
、
手
鎌
で
丁
寧

に
刈
り
取
り
、
収
穫
し
ま
す
。
こ

の
後
、
藍あ

い
こ
な

粉
成
し
の
作
業
へ
と

移
っ
て
い
き
ま
す
。

100歳おめでとうございます

村上 定子さん
（東中富）

大正８年７月４日生まれ
（7月4日現在、町内の100歳以上の方は

 男性2人　女性12人）

（中央保育所）

（役場庁舎１階）

役場庁舎にて髙橋町長、森議長と握手を交わす
森谷町長（左から２人目）、漆山議長（左から１人目）

　
7
月
4
日
に
、
加
藤
副
町
長
が
慶

祝
訪
問
し
、
祝
い
状
と
祝
い
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
料
理
が
得
意
で
何

で
も
自
分
で
作
っ
て
家
族
に
ふ
る

ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
旅
行
が
好

き
で
80
歳
ま
で
海
外
旅
行
に
も
行
か

れ
る
ほ
ど
元
気
な
方
で
す
。

　
現
在
は
、
体
調
を
崩
し
病
院
で
生

活
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
を
と

て
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
加
藤
副
町
長
か
ら
賞
状
を
贈
呈

さ
れ
る
と「
あ
り
が
と
う
」と
お
礼
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　
７
月
17
日
、
河
北
町
か
ら
、
今
年
２
月
に
新

町
長
に
就
任
さ
れ
た
森
谷
俊
雄
町
長
と
漆
山
光

春
町
議
会
議
長
は
じ
め
４
人
が
藍
住
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
役
場
庁
舎
で
両
町
の
現
状
や
施
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
完
成
間
も
な
い
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
を
視
察
さ
れ
、
ま
た
、
藍
の
館

で
は
藍
染
め
体
験
な
ど
で
本
町
の
歴
史
文
化
に

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
友
好
都
市
締
結
か
ら
30
周
年
が
近
づ
き
、
紅

と
藍
の
伝
統
を
縁
と
す
る
交
流
を
今
後
も
い
っ

そ
う
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
両
町
と
も
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
特
産
品
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
と
紅
花
を

送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は「
佐
藤
錦
」で
、
糖
度
と
酸

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、「
赤
い
ル
ビ
ー
」と

呼
ば
れ
る
日
本
を
代
表
す
る
品
種
で
す
。
早

速
、
町
内
の
保
育
所
に
届
け
て
お
や
つ
に
提

供
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
手
に
と
っ

て
興
味
津
々
の
様
子
。「
あ
ま
い
」「
お
い
し

い
」と
笑
顔
で
友
好
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
紅
花
は
河
北
町
の
花
で
、
梅
雨
の
咲
き
始

め
の
黄
色
か
ら
や
が
て
赤
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
紅
花
染
め
の
染
料
に
用
い
ら
れ
、
本
町

と
の
友
好
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
花
で
す
。

役
場
１
階
の
案
内
に
飾
っ
て
い
ま
す
の
で
、

来
庁
の
折
り
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～
紅
と
藍
～ 

友
好
都
市
山
形
県
河
北
町
と
の
交
流

河
北
町
長
・
町
議
会
議
長
が
来
町

サ
ク
ラ
ン
ボ
と
紅
花
が
届
き
ま
し
た
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　12月15日開催の「インディゴコレクション2019」応募者による
プチファッションショー「インディゴプチコレクション2019」を
開催します。藍が大好きなモデルたちによる、自慢の藍染め製
品を身に着けてランウェイを歩く華やかなステージです。
　かわいいポーズにご注目ください。
日　時　８月25日（日）
　　　　１部　午前11時30分〜、２部　午後２時〜
場　所　ゆめタウン徳島　セントラルコート
問  経済産業課（電話637・3120）

インディゴプチコレクション2019

　総合文化ホールのこけら落とし公演を次の日程で開催します。オープニングは藍住中学校・藍住東中学校吹奏
楽部の演奏です。入場希望の方は往復はがきによりご応募ください。申込多数の場合は抽選とします。
出　演　者　仲道郁代（ピアノ）
　　　　　N響チェンバー・アンサンブル（飛澤浩人、宇根京子、横溝耕一、
　　　　　藤森亮一、矢内陽子、加藤明久、菊本和昭）
場　　所　総合文化ホール　大ホール
日　　時　11月４日（月・振休）午後２時開演
募集期間　８月15日（木）〜９月30日（月）
応募方法　往復はがきに次の内容を記入の上ご応募ください。（１人１枚）

【往　信　用　裏　面】１.住所、２.氏名、３.年齢、４.連絡先 
【返信用宛名面】ご自身の住所、氏名
　その他、詳細は総合文化ホールのホームページをご覧ください。

～総合文化ホールこけら落とし公演～～総合文化ホールこけら落とし公演～

　バラ園のバラが夏せん定の時期を迎えました。
　簡単に『せん定』といっても、バラの種類によって
切る場所が違うことをご存知ですか？
　そこで、実際にせん定を行いながらの講習会を行
います。この機会にみんなでせん定技術について学
びましょう。
日　時　９月４日（水）午前９時から（１時間程度）
場　所　バラ園（矢上字原263-88）
準備物　せん定バサミ、革の手袋、飲物、タオル
※必ず長袖の服でお越しください。
※事前受付はありません。
問  経済産業課（☎︎637・3120）

バラ園の
『夏せん定の講習会』

申 ・問 〒771-1203 奥野字矢上前32-1  総合文化ホール事務室（☎︎637・3344）

　“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や
非行の防止と、あやまちを犯した人の立ち直りについ
て理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くための
全国的な運動です。
　７月は当運動の強調月間であり、去る７月３日、保
護司会下板分会が来庁され、内閣総理大臣メッセージ

「社会を明るくする運動〜犯罪や非行を防止し、立ち
直りを支える地域のチカラ〜」を加藤副町長に伝達し
ました。
　罪を犯した人や非行少年の立ち直りについて考え、
行動していくことが必要です。
　この機会に是非、お一人お一人にできることから取
り組んでみてはいかがでしょうか。

　第69回 社会を明るくする運動
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次の世代へつなげよう
　～長谷川義史さん講演会より～

●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

　6月15日、町民シアターにおいて｢絵本でこどもたちに伝えたいこと｣と
題し、絵本作家の長谷川義史さんの講演会がありました。ユーモアたっぷ
りで温かい語り口調にすぐに引き込まれてしまいました。
　絵本の読み聞かせ、大きな白い紙に絵を描きながらどんどん進んでいく
お話、ウクレレを弾きながら子どもへ向けたメッセージソング、楽しい物
語の中に込めたいろいろな想いが語られました。
　～平和への想い～
　『おならまんざい』これは題名のとおり、おならを題材にした漫才の楽し
い絵本です。おならを跡形もなくスーっと消えていく物の象徴としてとら
え、そこから放射能汚染について問題提起されました。
　「無毒化するまで長い時間必要であるのに、自分たちが生きている数十年で、これから生きていく人たちにどれだ
け迷惑をかけるのか。」と、目の前の生活の便利さで大事なことを忘れていることに気付かされました。
　また、ある少年が沖縄戦終結の記念式典で、もう二度と戦争をしないように読んだ詩を『へいわってすてきだねと
いう絵本にされました。「先の戦争の後、『戦争をしない』というきまりを、そして平和を作ってもらいました。私たち
には、平和のバトンを受け取って、次の子どもたちに残してあげる責任があるのです。」と語られました。
　～命のつながり～
　家族を描いたいくつかの絵本も紹介されました。お父さんが早くに亡くなり、一生懸命育ててくれたお母さんの
お話、『おかあちゃんがつくったる』。命の縦（世代）のつながりや横（家族）のつながりについて書かれた『おじいちゃ
んのおじいちゃんのおじいちゃんのおじいちゃん』。お話には「ひいひいひいひいひいひい………ひいじいちゃん」と
たくさんの「ひい」が出てきます。その１つの「ひい」にも「命をつないで死んでいった人」という意味が込められてい
るそうです。「生まれてきたことが奇跡で貴重であり、誰か知らない国の知らない人も貴重、それを認めたら仲良く
なれる。」と語られました。
　その想いはほかの絵本にも描かれています。
　～メッセージソング『こどもたちＧＯ』～

　きもちときもちをむすぼう　あしたをかえよう
ひとりじゃないってしんじよう　うまれたいのちつないでいこう
さよなら　さよなら　さよなら えがおでてをふり　さよなら
なみだふいてＧＯ！　りょうてふって ＧＯ！　なんとかなるとで　ＧＯ　ＧＯ　ＧＯ！
こどもたちＧＯ！　こどもたちＧＯ！　こどもたちＧＯ！　ＧＯ　ＧＯ　ＧＯ！ …

　～一人ひとりができること～
　先日、鳴門の海岸での清掃活動のニュースを目にしました。この活動は、数年前まで鳴門市で外国語指導助手を
していたフランス人のサラさんが、最初は1人で始めたそうです。サラさんは今年、不幸にも航空機事故で命を落
とされました。遺志を受け継いでいこうと今年もたくさんの参加者で行われました。藍住町でも、同様に正法寺川
や河川敷などの清掃活動をしてくださっている方々がいます。今、プラスチックゴミ対策が世界的な課題となって
います。まずは、一人ひとりがゴミを捨てない、少しでも減らしていく工夫をするなどできることはいろいろあり
ます。長谷川さんのお話から感じられた想いと通じるものがありました。私たちが受け取った美しい環境と平和な
社会を、次の世代へ残していけるように考えていきたいと思います。

 町人権教育推進協議会　運営部会　板東　千奈美

人権標語 藍住南小学校児童作品

友達の　あの一言で　すくわれた	 ６年　木下　陽菜
幸せは　笑顔がつくる　友達だ	 ６年　島藤杏奈ルナ
「もうやめよう」　勇気をもって　その一言	 ６年　髙嶋　桜子
みんな　ちがうから　おもしろい	 ６年　田中　優衣
仲間の　笑顔は　宝物	 ６年　森本　眞緒
さあみんな！　笑顔にさせよう　この地

ほ し
球を	 ６年　大和　佑輔
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情　報
NOW
情　報
NOW

人
権
講
座
受
講
生
募
集

　
第
２
回
人
権
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
共
に
人
権
文
化
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
社

会
を
築
き
ま
せ
ん
か
。

日

時　
９
月
18
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

講

師　
徳
島
県
人
権
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
徳
山　
富
子
さ
ん

演

題　
女
性
問
題
に
つ
い
て

受
講
料　
無
料

※
第
６
回
人
権
講
座
ま
で
の
登
録
者
も
あ
わ

せ
て
募
集
中
で
す
。ご
登
録
い
た
だ
く
と
、

あ
い
の
す
け
グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ
る
ほ

か
、
第
３
回
人
権
講
座
の
現
地
研
修
に
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
細
は
、 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

大
麻
山
登
山
教
室

健
脚
試
し
に
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
!

日

時　
８
月
31
日（
土
）午
前
８
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
お
や
つ
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

午
前
７
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

N
P
O
法
人

　
　
　
　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０)

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日

時　
９
月
22
日（
日
）午
前
８
時

※
小
雨
決
行

【
雨
天
中
止
の
場
合
９
月
29
日（
日
）に
順
延
】

場

所　
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種

目　
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　
　
　
（
一
般
男
子
・
一
般
女
子
）

申
込
期
限　
９
月
６
日(

金)

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

就
職
に
つ
な
が
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

日

時　

９
月
12
日（
木
）、
13
日（
金
）、

19
日（
木
）、
20
日（
金
）

　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

内

容　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
を
基
礎
か

ら
体
系
的
に
学
び
ま
す
。

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
情
報

プ
ラ
ザ（
役
場
４
階
）

対
象
者　
義
務
教
育
を
修
了
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
求
職
中
の
方

定

員　
10
人

参
加
費　

受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
と
も

に
無
料

※
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
本
講
座
の
受
講
に
は
、
利
用
者
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
厚

生
労
働
省
と
地
方
自
治
体
が
協
働
し
、
働

く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
る
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
者
の
職
業
的
自
立
を
め
ざ
し
包

括
的
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

申
・
問

　
あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
運
営
：
公
益
社
団
法
人
徳
島
県
労
働
者

　
福
祉
協
議
会
）

（
☎
６
３
７・７
５
５
３
）

　
温
水
プ
ー
ル
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
！

日　
時　
10
月
４
日
～
12
月
13
日
の　

　
　
　
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

会　
場　
Ａ
Ｏ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
奥
野
字
乾
５
番
地
７
）

　
　
　
　
※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
・
藍
住
町
に
住
民
票
が
あ
り
、

　
　
　
　
65
歳
以
上
で
要
介
護

　
　
　
　
（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い

　
　
　
　
な
い
方

　
　
　
・
介
護
保
険
料
の
未
納
の
な
い
方

定　
員　
30
人

参
加
費　
１
回
に
つ
き
３
０
０
円

　
　
　
　
（
全
10
回
）

準
備
物　
10
月
４
日
の
説
明
会
で
ご
案

　
　
　
　
内
し
ま
す
。

申
込
方
法　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
参
加
申
込
書
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い（
服
薬
中
の
方
は
お
薬
手
帳
の
コ

ピ
ー
を
い
た
だ
き
ま
す
）。

▽
申
込
み
の
際
に
本
人
確
認
の
た
め
、

　

写
真
入
り
の
身
分
証
明
書（
運
転
免

　

許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

　
が
必
要
で
す
。

　
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
が
な
い
場

　
合
は
、
健
康
保
険
証
や
介
護
保
険
証

　
な
ど
２
点
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
は
、
必
ず
本
人
が
し
て
く
だ

　
さ
い
。

申
込
期
限　
８
月
30
日（
金
）

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

健
康
す
い
水
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
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自 衛 官（ 学 生 ）受 付 案 内
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 試験会場

自 衛 官
候 補 生

（男子） 18～32歳未満男子
（高校卒業見込みを含む） 年間を通じて

行っておりま
す。

受付時にお知らせします。
海上自衛隊
徳島教育航空群基地内

（松茂町）（女子） 18～32歳未満女子
（高校卒業見込みを含む）

一 般 曹 候 補 生 18～32歳未満の者
（高校卒業見込みを含む）

第２回
９月６日（金）
まで

１次：９月20日（金）～22日（日）
２次：10月11日（金）～16日（水）

海上自衛隊
徳島教育航空群基地内

（松茂町）

航 空 学 生
海：18歳以上23歳未満
空：18歳以上21歳未満

（高校卒業見込みを含む）

９月６日（金）
まで

１次：₉月16日（月）
２次：10月15日（火）～20日（日）
３次：11月22日（金）～12月19日（木）

１次・２次試験：海上自衛隊
徳島教育航空群基地内 （松茂町）

問  自衛隊鳴門地域事務所（☎︎685・5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

開講期間： 10月１日（火）～令和２年３月30日（月）
受講資格： 町内在住又は町内在勤者で18歳以上の方
申込期間： ８月16日（金）～９月20日（金）　午前９時～午後５時
★各講座で、定員を超えた場合は、初めて受講される方を優先し、講師と相談の上決定します。
　受講が決定した方には９月30日（月）までに書面で通知します。
★応募者が少ない講座は、開講しないことがあります。
★各講座の受講料は、６か月分となります。
★講座により、材料費等が別途必要となることがあります。
★受講日は、都合により変更又は休講する場合があります。
★申込期間を過ぎても、定員に空きがあれば受講できます（受講料は変わりません）。

 申 ・問 コミュニティセンター〈役場4階〉 （☎︎637・3130）（火曜日休館）

令和元年度後期コミュニティセンタ−教養講座
講　座　名 曜　　日 時　　間 定　員 受　講　料 場　　所

民　謡（唄） 第１・３土曜日 午後１時30分～２時30分 15人 3,500円 研 修 室
民　謡（三味線） 第１・３土曜日 午後２時30分～３時30分 10人 3,500円 研 修 室
いけばな（小原流） 第２・４木曜日 午後１時30分～４時30分 20人 2,500円 藍 工 房
オカリナ演奏 第１・３月曜日 午前10時～11時30分 15人 4,500円 研 修 室
文化箏（入門） 第２・４土曜日 午後２時～４時 10人 4,000円 研 修 室
中国語（入門） 毎 週 土 曜 日 午前10時～11時30分 15人 4,500円 研 修 室
英会話（昼） 毎 週 金 曜 日 午後２時～３時30分 15人 4,500円 研 修 室
英会話（夜） 毎 週 水 曜 日 午後７時～８時30分 15人 4,500円 研 修 室
絵手紙 第２・４金曜日 午後２時～３時30分 15人 4,500円 藍 工 房
トールペイント① 第１・３木曜日 午前10時～正午 10人 4,500円 藍 工 房
トールペイント② 第２・４月曜日 午前10時～正午 10人 4,500円 藍 工 房
ポーセラーツ 第２・４木曜日 午後７時～９時 10人 4,500円 藍 工 房
フラダンス 毎 週 木 曜 日 午後２時～３時30分 20人 4,500円 研 修 室
実用筆ペン① 第１・３水曜日 午前10時～11時30分 12人 4,500円 藍 工 房
実用筆ペン② 第２・４水曜日 午前10時～11時30分 12人 4,500円 藍 工 房
※トールペイント①、②と実用筆ペン①、②は、それぞれ講座内容は同じです。

募集
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令
和
元
年 

９
月 

10
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1 ２

行政相談
3

一般相談
4 5 6 7

8 9
人権相談

10 11 12
法律相談

13 14

15 16 17
一般相談

18 19 20
税金相談

21

22 23 24 25 26
法律相談

27 28

29 30

日 月 火 水 木 金 土
　 1

一般相談
２ 3 4 5

6 7
行政相談

8 9 10
法律相談

11 12

13 14 15
一般相談

16 17 18
税金相談

19

20 21
人権相談

22 23 24
法律相談

25 26

27 28 29 30 31

９月

10月

※法律相談については完全予約制となっております。※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　総合文化ホール2階
●こども相談（月曜日～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政、一般相談は午後１時30分～３時30分、その他は午後１時～３時
●相談センター専用電話（☎６９２・６２２２）

心配ごと相談所カレンダー

徳島ヴォルティス藍住町民デー開催！
　当日は物産店やステージイベントなど楽しい催しがいっぱいです。
　ぜひ、この機会にご家族で徳島ヴォルティスを応援しましょう。
日　時 ８月31日（土）午後７時 キックオフ（午後５時 開場）
場　所 鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
対　戦 徳島ヴォルティスVS京都サンガＦ.Ｃ．

　藍住町に居住又は在学している小中高生の方は、Ａ自由席・ホーム自由席に無料でご招待します。大
人の方にもチケットを優待料金で販売します。
　今シーズンから企画チケットは、インターネットによるＪリーグＩＤの取得と事前申込みが必要となります。
申込フォームは、藍住町ホームページ又は、徳島ヴォルティスホームページからアクセスできます。
　当日、申込完了メール画面（メール画面を印刷したものでも可）と町民等であることが確認できるもの

（広報あいずみ、保険証、学生証、生徒手帳など）を持ってホームタウンチケットブースまでお越しください。
大人の優待内容 Ａ自由席：1,500円 ホーム自由席：1,000円　チケット交換開始 午後４時から
☆詳細は、藍住町と徳島ヴォルティスホームページをご覧ください。
＜徳島ヴォルティスホームページ＞　 https://www.vortis.jp/
問  教育委員会（☎︎637・3128）

藍住町の小中高生を無料ご招待＆大人ご優待

　消費生活相談員₂名が無料で相談を受け付けま
す。不安なとき、困ったときはお気軽に連絡くださ
い。秘密は守られます。
相談日時　　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　　午前10時～正午・午後₁時～₃時
場　　所　　消費生活センター（図書館₂階）
　　　　　　　　泣く　いやよは　ここ！
問  専用電話（６７９・１８４８）

　　消費者ホットライン
　　（局番なし188！）

チケットの高額転売が禁止に！
　人気のコンサートや舞台、スポーツイベントなどの
チケットを、業者や個人が買い占め、オークションや
チケット転売サイトで高価格販売する「高額転売」が問
題になっていました。そこで、チケットの高額転売等
を禁止するため、令和元年₆月から「チケット不正転売
禁止法」が施行されました。転売されたチケットは無効
となり、高額で購入しても入場を断られるおそれがあ
ります。余ったチケットを売買する場合は、興行主か
ら許可を得た正規（公式）のルートを利用しましょう。

消費者トラブル情報

困ったときの相談窓口『消費生活センター』
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風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
染
め
物
持
ち
込
み
に
よ

る
藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ

く
染
ま
り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ

ト
は
不
可
）

　

持
込
み
体
験
価
格
１
ｇ
15
円
＋
税
・

シ
ル
ク
１
ｇ
30
円
＋
税

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

藍
染
製
品
を
展
示
即
売

　

藍
染
製
品
を
展
示
即
売
し
て
い
ま
す

（
婦
人
ブ
ラ
ウ
ス
・
チ
ュ
ニ
ッ
ク
・ 

紳
士

カ
ッ
タ
ー
・ 

の
れ
ん
他
）。
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所　
藍
の
館　
展
示
室

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～

　
午
後
３
時

問 

藍
の
館 （
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

藍
の
館イ

ベ
ン
ト
案
内

★
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　
８
月
28
日（
水
）、
９
月
11
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

◎ 

休
館
日　
毎
週
月
曜
日

◎
利
用
者
カ
ー
ド
の
確
認

　
利
用
者
カ
ー
ド
の
発
行
後
、
３
年
ご
と

に
登
録
情
報
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は
、
住
所
・
氏
名
等
が

確
認
で
き
る
も
の
の
提
示
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
手
芸
な
ど
、
あ
な

た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

　

藍
住
町（
勝
瑞
）出
身
力
士
の
藍（
髙

原
魁
成
さ
ん
・
高
田
川
部
屋
）の
七
月

場
所
の
成
績
は
、
３
勝
４
敗（
序
二
段

六
十
八
枚
目
）で
し
た
。

　

九
月
場
所（
９
月
８
日
～
22
日
・
両

国
国
技
館
）で
の
活
躍
を
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

～
城 

跡 

巡 

り
～

②
住
吉
神
社

所
在
地
：
住
吉
字
神
蔵

　
住
吉
神
社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
創
建

は
承し

ょ
う

安あ
ん

２
年（
１
１
７
２
）、『
板い

た

野の

郡ぐ
ん

誌し

』で
は
正し

ょ
う

安あ
ん

２
年（
１
３
０
０
）に
摂せ

っ

津つ

国こ
く

住す
み

吉よ
し

神じ
ん

社じ
ゃ

の
神し

ん

官か
ん

津つ

守も
り

国く
に

房ふ
さ

が
勧

請
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
細
川
氏
や
三
好

氏
の
崇
敬
が
厚
か
っ
た
と
さ
れ
、
後
に

勝
瑞
城
主
と
な
り
阿
波
を
治
め
た
三み

好よ
し

実じ
っ

休き
ゅ
う

が
若
い
時
に
神
官
を
務
め
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た

『
板い

た

野の

郡ぐ
ん

住す
み

吉よ
し

村む
ら

住す
み

吉よ
し

四よ
ん

社し
ゃ

明み
ょ
う

神じ
ん

由ゆ

来ら
い

書し
ょ

』に
は
、
こ
の
神
社
に
残
る
義
経
伝
説

の
こ
と
や
、
三
好
実
休
が
神
職
を
務
め

た
こ
と
、
ま
た
古
く
は
大
社
で
あ
っ
た

が
長
宗
我
部
氏
の
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失

し
、
そ
の
後
は
相
応
の
規
模
の
宮
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
殿
は
四
棟
あ
り
、
こ
れ
ら
は
江
戸

時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
町
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
15
回 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
い
ず
み

w
i
t
h
　
藍
住
キ
ッ
ズ
ま
ち
ゼ
ミ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

目
的
に
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や

協
力
団
体
に
よ
る
活
動
体
験
や
製
作
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
ぜ
ひ
身
近
な
活
動
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■
テ
ー
マ「
ふ
れ
あ
い　
さ
さ
え
あ
い

　
　
　
　
あ
い
す
む
ま
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

日

時　
８
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

場

所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
藍
翠
苑
」

内

容　
～
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
そ
う
～

　
　
　
　
　
・
活
動
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
・
藍
住
キ
ッ
ズ
ま
ち
ゼ
ミ

★
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　
各
コ
ー
ナ
ー
運
営
の
お
手
伝
い

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

主

催　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

あ
い
ず
み
実
行
委
員
会

申
・
問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

８月16日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
レクレーション

８月19日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月21日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月21日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月26日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月26日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月２日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
レクレーション

９月３日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月４日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容： 健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクレーショ
　　   ン等を行っております。

問   社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 77月

届出
（氏　名） （年　齢） （住　　所）

濵　　　茂　三 86歳 矢上字江ノ口

秦　　　信　惠 103歳 奥野字原

森　　　シマ子 93歳 矢上字原

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

岡　　　蒼　生 （い ぶ き） 男 真 実 ・ 祐 紀 富吉字穂実

二　宮　和　来 （ わ く ） 男 敬 治 ・ 友 美 徳命字元村

西　岡　永　吉 （えいきち） 男 和 彦 ・ 愛 住吉字藤ノ木

篠　原　　　旭 （あ さ ひ） 男 大 尚 ・ 委 子 東中富字長江傍示

萩　原　凛　乃 （ り の ） 女 裕 樹 ・ 唯 勝瑞字成長

有　持　咲　良 （さ く ら） 女 雄 司 ・ 由 恵 勝瑞字正喜地

松　下　　　澪 （ れ い ） 女 拡 志 ・ 千 佳 住吉字神蔵

高　橋　充　岐 （み つ き） 男 勇 輔 ・ 楓 勝瑞字正喜地

原　田　誠　也 （と も や） 男 佳 史 ・ 愛 美 勝瑞字正喜地

西　山　礼　真 （れ い ま） 男 拓 志 ・ 真 生 富吉字中新田

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く

　
だ
さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
ハ
ガ
キ
に
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
企
画
政
策
課

鼻は
な
さ
き先

に
蛍
ほ
た
る
の
先
に
声
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
京
湖

点
火
し
て
花
火
師
の
影
闇
走
る
　
　
　
　
　
　
出
見
　
啓
子

核
心
に
触
れ
て
と
ど
ま
る
扇せ

ん

子す

か
な
　
　
　
　
高
塚
　
梨
花

鳥
羽
へ
翔と

ぶ
水
中
翼
船
青あ

お

葉ば

潮じ
お

　
　
　
　
　
　
伊
藤
た
つ
お

臥ふ

す
犬
の
目
だ
け
動
く
や
半は

ん

夏げ
し
ょ
う生

　
　
　
　
　
吉
田
　
善
子

梅つ

ゆ雨
晴
れ
の
匂に

ほ

い
懐
か
し
茅か

や葺
の
家
　
　
　
　
坪
平
　
洋
子

日
本
の
四
季
に
暮
し
て
籐と

う

の
椅
子
　
　
　
　
　
平
岡
　
育
子

鳴
く
こ
と
が
生
き
て
る
証あ

か

し
蝉
時
雨
　
　
　
　
飯
田
ひ
と
み

日
盛
り
や
寄
付
金
の
こ
と
後
ま
わ
し
　
　
　
　
田
子
閑
野
子

雲
の
峰
役
所
五
階
に
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
　
　
　
　
青
木
　
秀
明

五味　靖　選

地域の子どもは、地域で守り育てましょう

子どもは、
私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター
藍 住 町 青 少 年 相 談 室

地域の子どもは、地域で守り育てましょう
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

検索とくしま耳鼻科8月16金 から 通常どおり診察しております

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

皆さんで
徳島ヴォルティスの
応援に行きましょう！
●ホームゲームご案内
　８月24日（土） 午後７時から VS ＦＣ琉球
　８月31日（土） 午後７時から VS 京都サンガF.C.（町民デー）

●試合会場　ポカリスエットスタジアム

「ゆるキャラグランプリ2019」
あいのすけを応援しよう！

投票方法
①各端末（パソコン・タブレット
　・スマートフォン）から公式サイトにアクセスする
②ＩＤを登録する（※初回のみ）
③発行されたＩＤでログインする
④1日1回投票できます
　（※１アドレスにつき１日１回まで）
詳細は
問  企画政策課（☎︎637・3124）

投票期限  10月25日（金） 午後₆時まで

ゆるキャラグランプリ2019 検索

　毎年、全国各地のご当地キャラクター
が人気を競い合う「ゆるキャラグランプリ
2019」に町マスコットキャラクター「あい
のすけ」がエントリーしています。毎日１
票投票することができますので、ぜひご
協力よろしくお願いします。皆さんで「あ
いのすけ」を応援しましょう!!


